
（16）

の
地
な
ら
で
は
の
研
修
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
卒
後
初
期
臨

床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
修
施

設
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
年
間

約
五
名
の
卒
後
初
期
の
研
修
医

（
医
師
免
許
を
取
得
し
て
１
〜

２
年
目
の
医
師
）
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　

当
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
都
市

部
の
病
院
で
は
研
修
で
き
な
い

「
地
域
医
療
」
と
い
う
分
野
を

１
人
１
ヶ
月
間
研
修
し
ま
す
。

日
野
病
院
は
医
療
者
を
目
指
す

学
生
等
の
実
習
を
行
う
う
え
で
、

非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
立
地

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

発行責任者／日野町議会議長　小谷 博徳　編集／議会広報常任委員会　メール:gikai@town.hino.tottori.jp
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昨
年
６
月
、

日
野
病
院
内
に

鳥
取
大
学
総
合

教
育
研
修
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
医
学
生

が
同
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
鳥

取
大
学
で
は
体

験
出
来
な
い
、

診
た
り
、
触
れ

た
り
、
感
じ
な

が
ら
学
ぶ
、
こ

特
集  

行
動

特
集  

行
動

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
議
会
は
、
新
し
い

議
員
３
人
も
加
わ
る
中
で
、
期

間
中
を
通
し
て
傍
聴
者
も
多
く
、

感
謝
に
絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
、
新
鮮

な
気
持
ち
で
町
民
の
期
待
に
応

え
て
い
く
想
い
は
同
じ
で
す
。

　

議
会
広
報
の
担
当
も
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
６
人
中
４
人

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
パ
ソ
コ
ン
を

持
ち
込
み
な
が
ら
の
奮
闘
に
な

り
ま
し
た
。
苦
手
な
人
も
得
意

な
人
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に

頑
張
る
想
い
は
同
じ
で
す
。

　

広
報
は
、
委
員
会
の
思
い
だ

け
で
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

議
員
全
員
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
町
民
に
想
い
を
伝
え
て

い
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
協
力
と
、
み
な
さ
ん
の

声
が
作
り
上
げ
る
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

期
待
に
応
え
る
た
め
に
頑
張

る
と
い
う
の
が
委
員
会
全
員
の

思
い
で
す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。　

  

佐
々
木
求 

筆

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委  

員  

長　

佐
々
木　

求

　
　

副
委
員
長　

松
尾　

信
孝

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

利
秋

　
　
　
　
　
　
　

中
原　

信
男

　
　
　
　
　
　
　

金
川　

守
仁

　
　
　
　
　
　
　

山
形　

克
彦

し
て
い
ま
す
。

　

医
師
以
外
の
職
種
で
も
、
米

子
北
高
校
専
攻
科
の
看
護
学
生

を
年
間
約
10
人
（
１
人
３
〜
５

週
間
）
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校

の
学
生
を
年
間
約
３
人
（
１
人

約
２
ヶ
月
間
）
、
そ
の
ほ
か
に

も
医
学
生
、
看
護
学
生
の
サ
マ

ー
セ
ミ
ナ
ー
や
中
高
生
の
職
場

体
験
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
来
年
か
ら
は
今
春
開

校
し
た
鳥
取
看
護
大
学
の
学
生

実
習
も
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

昨
今
、
医
療
者
不
足
に
よ
る

地
域
医
療
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
若

者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
地
域

と
一
体
に
な
っ
て
育
て
て
い
く

～地域と共に育てる
                           未来の医療者～

日野病院

こ
と
は
、
今
後
こ
の
地
で
の
医

療
を
保
持
し
て
い
く
う
え
で
非

常
に
重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
院
で
研
修
す
る
鳥

取
大
学
の
医
学
生
や
卒
後
初
期

臨
床
研
修
医
は
、
研
修
の
最
終

日
に
成
果
発
表
を
行
い
、
日
野

病
院
や
こ
の
地
域
で
研
修
を
受

け
、
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ

と
を
発
表
し
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
お
誘

い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
下
さ
い
。

（
成
果
発
表
会
の
日
程
等
に
つ

い
て
は
、
そ
の
都
度
日
野
町
の

防
災
無
線
で
ご
連
絡
し
ま
す
）

　
　
　

日
野
病
院
事
務
局   

筆

鳥取大学地域医療総合教育センターの様子

病院で実習を受ける看護学生

訪問診療に同行する医学生



（２）（３）

中原信男　　  中原　明　      竹永明文　   松本利秋　　  安達幸博

松尾信孝　　  山形克彦　　  中原　明　　  松本利秋　　小谷博徳

中原信男　　  佐々木求　　 安達幸博　     金川守仁　  竹永明文

小
谷
議
長

あ
い
さ
つ

　

５
月
22
日
臨
時
会
で
、

議
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
に
よ
り
、
議
長
に
就

任
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
方
と
、
議

会
と
の
よ
り
一
層
の
信
頼

を
築
く
た
め
に
は
、
開
か

れ
た
議
会
・
議
会
改
革
の

推
進
が
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
歩
と
し
て
常
任

委
員
会
は
、
で
き
る
だ
け

町
民
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
の
場
と
な
る
活
動
を
行

う
考
え
で
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

円
滑
な
議
会
の
運
営
に

精
進
し
、
町
民
の
皆
様
よ

り
一
層
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
目
指
す
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
指
導

ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し

て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　
　

委
員
長　

竹
永　

明
文

　

委
員
会
で
は
、
議
会
の
会

期
な
ど
議
会
運
営
に
関
す
る

事
項
及
び
議
会
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
次
の
事
に
つ
い
て

調
査
及
び
審
査
を
お
こ
な
い

ま
す
。

一
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る

　
　

事
項

二
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委

　
　

員
会
の
条
例
の
事
項

三
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る

　
　

事
項
を
、
円
滑
に
運
営

　
　

す
る

　

開
か
れ
た
議
会
を
、
目
指

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
聴
き
な
が
ら
、
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

臨時会　平成27年5月

新体制が決まる

臨時会　平成27年5月

新体制が決まる 小
谷
議
長

あ
い
さ
つ

議会運営委員会議会運営委員会 委員長　竹永明文　副委員長　松本利秋

開
か
れ
た
議
会
運
営

　
　
　
を
目
指
し
て

  

委
員
長　

中
原　

 

明

　

地
方
創
生
元
年
と
言

わ
れ
、
地
方
版
総
合
戦

略
の
策
定
に
向
け
た
動

き
が
本
格
化
し
て
い
ま

す
。

　

委
員
会
で
は
、
実
態

に
あ
っ
た
政
策
論
議
に

終
始
し
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

諸
団
体
と
の
意
見
交

換
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
、
意
見
を
地
域
課

題
の
発
掘
の
場
と
し

て
、
委
員
会
討
議
を
重

ね
、
政
策
提
言
能
力
の

向
上
を
図
り
、
議
会
改

革
を
目
指
し
ま
す
。

　

７
月
に
は
、日
野
町
商

工
会
青
年
部
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
す
。

　

月
例
会
は
、
陳
情
審

査
、
現
地
調
査
等
迅
速

に
行
い
、「
委
員
会
力
」

ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

総務経済常任委員会総務経済常任委員会 委員長　中原　明　副委員長　山形　克彦

住
民
と
の
連
携
で

  

地
域
課
題
の

　        

発
展
を

   

委
員
長　

安
達 

幸
博

　

教
育
・
福
祉
・
保
健

及
び
医
療
に
関
す
る
事

務
の
調
査
並
び
に
議

案
、
請
願
・
陳
情
等
の

審
査
に
関
す
る
事
項
を

所
管
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
の
任
期
は
、

２
年
間
で
す
。

　

本
町
の
教
育
は
、
保

小
中
一
貫
教
育
に
取
り

組
み
、
な
め
ら
か
な
接

続
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
小
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
調
査
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
所
管
の
関
係

団
体
に
出
か
け
、
現
状

調
査
や
行
政
に
対
す
る

意
見
交
換
会
を
行
い
、

町
政
に
提
言
し
て
行
き

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

教育民生常任委員会教育民生常任委員会 委員長　安達　幸博　副委員長　金川　守仁

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
教
育
・
福
祉
・
保
健

　
　
　
　
を
目
指
す

日野町議会
議　長　 小谷 博徳

副議長　 中原 信男

議会運営委員会

総務経済常任委員会

教育民生常任委員会

議会広報常任委員会

日野町消防委員会

日野町監査委員

日野町・江府町・日南町衛生施設組合議会

日野病院組合

◎竹永 明文

◎中原 　明

◎安達 幸博

◎佐々木 求

　松尾 信孝
　
　山形 克彦

◎中原 　明

◎小谷 博徳

○松本 利秋

○山形 克彦

○金川 守仁

○松尾 信孝

　金川 守仁

　安達 幸博

○中原 信男

中原　 明

小谷 博徳

竹永 明文

松本 利秋

山形 克彦

金川 守仁

竹永 明文

安達 幸博

松本 利秋

佐々木 求

中原 信男

佐々木 求

中原 信男

松尾 信孝

中原 信男

金川 守仁

山形 克彦

山形 克彦

・鳥取県西部広域行政管理組合議会議員
・鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員

◎印⇒委員長、○印⇒副委員長

常任委員会

一部事務組合

日野町選出議員



（４）（５）

ひのっ子保育所の空調設備修繕

住民課窓口マイナンバー制度の導入

　

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

税
試
算
に
よ
る
税
率
（
介
護

分
）
の
変
更
に
伴
い
、
改
正
す

る
も
の
。

 

一
般
会
計
５
０
４
４
万
７
千
円

を
追
加
し
て
、
総
額
を
32
億
５

２
９
８
万
５
千
円
と
す
る
も

の
。

主
な
内
容

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備　
　
　

１
９
５
３
万
円

○
L
E
D
防
犯
灯
設
置
補
助
金

追
加　
　
　
　
　

１
８
４
万
円

（
町
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
は
、

２
９
０
基
と
な
り
ま
し
た
。
）

○
消
防
団
退
職
報
奨
金

　
　
　
　
　
　
　

４
３
４
万
円

○
ひ
の
っ
こ
保
育
所
空
調
設
備

修
繕　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

○
宝
仏
山
登
山
道
看
板
設
置
費

補
助
金　
　
　
　
　

２
０
万
円

○
日
野
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計　
　

  

財
源
の
組
み
替
え
。

○
日
野
町
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
円

○
日
野
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
万
円

○
日
野
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計　
　
　
　

１
４
５
万
円

○
日
野
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計　
　
　
　

４
２
万
円

　

従
来
の
「
鳥
取
県
日
野
地
区

連
携
・
共
同
協
議
会
」
を
廃
止

し
て
、
新
し
く
、
よ
り
柔
軟
で

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
促
進
さ
れ
る
「
鳥
取
県
日

野
郡
ふ
る
さ
と
広
域
連
携
協

約
」
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
協

議
に
入
る
。

　

次
の
人
事
案
件
に
同
意
し
た
。

○
日
野
町
教
育
長
の
任
命　
　

 

　

長
谷
川
弘
信
氏　

　

           

（ 

５
月
22
日
）

○
日
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任　

　

金
田
雅
夫
氏

              

（
６
月
17
日
）

○
日
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

　

生
田
一
女
氏

　
　

     　

（
６
月
29
日
）

平成27年日野町議会

第４回定例会

平成27年日野町議会

第４回定例会

　

第
４
回
定
例
会
は
６
月
11
日
に
開
会
と
、
会
期
を
６
月
17
日
ま
で
の
７
日
間
と
し
、

平
成
27
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
を
原
案
通
り
可
決
、
２
件
の
決

議
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
活
発
な
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

特
別
会
計
補
正
予
算

決
　
議

同
　
意

一
般
会
計
補
正
予
算

かじか荘で楽しい一日を過ごされる利用者

○
町
民
税
の
見
直
し

　

給
与
所
得
者
等
が
ふ
る
さ
と

納
税
を
行
う
場
合
、
簡
単
で
便

利
な
申
告
手
続
き
で
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。　

○
軽
自
動
車
税
の
見
直
し

　
①
平
成
27
年
度
か
ら
一
定
の
環

　

境
性
能
を
有
す
る
軽
自
動
車

　

を
購
入
さ
れ
た
場
合
の
減
税

　

の
特
例
の
導
入
。

②
原
付
等
二
輪
車
の
税
率
の
引

　

き
上
げ
を
一
年
延
期
し
、
平

　

成
28
年
度
か
ら
と
す
る
。

○
固
定
資
産
税
の
見
直
し

①
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の
負
担

　

調
整
措
置
を
３
年
延
長
す
る
。

第
三
回  

臨
時
議
会

第
三
回  

臨
時
議
会

第
四
回 

定
例
議
会

第
四
回 

定
例
議
会

②
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例

　

に
「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向

　

け
住
宅
」
を
追
加
し
、
課
税

　

の
軽
減
を
図
る
。

○
た
ば
こ
税
の
見
直
し

　

た
ば
こ
税
の
特
例
税
率
を
段

階
的
に
廃
止
す
る
。

○
そ
の
他
の
改
正

　

番
号
制
度
の
導
入
に
伴
う
税

申
出
等
様
式
の
変
更
。

国
民
健
康
保
険
税

○
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

基
礎
分
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
は
限
度
額
を
１
万
円
、
介

護
納
付
金
分
は
２
万
円
の
引
き

上
げ
。

○
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置

（
軽
減
判
定
所
得
の
引
き
上
げ
）

　

５
割
軽
減
・
被
保
険
者
一
人

に
つ
き
１
万
５
千
円
、
２
割
軽

減
・
被
保
険
者
１
人
に
つ
き
２

万
円
の
引
き
上
げ
。

○
そ
の
他
関
係
法
令
の
改
正

に
伴
い
附
則
の
改
正
を
行
う
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　  

の
一
部
改
正

○
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
需
要
額
を
見
込
み
、
税
率

等
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○
介
護
納
付
金
課
税
額
の
税
率

の
変
更

○
介
護
納
付
金
課
税
額
の
均
等

割
額
に
係
る
軽
減
額
の
改
正

○
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
引
用
条
文
の
項
を
整
理
す

る
も
の
。

介
護
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
消
費
税

に
よ
る
公
費
を
投
入
し
、
所
得

の
低
い
者
を
対
象
と
し
保
険
料

の
軽
減
を
図
る
も
の
。

税条例の改正



（６）（７）

整備される旧根雨社会体育館跡地

草刈り作業（菅福地区）

現在のし尿再生処理センター「清化園」

議
員　

旧
根
雨
社
会
体
育
館
の

跡
地
、
普
通
建
設
費
50
万
円
に

つ
い
て
、
駐
車
場
整
備
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
日
翔
会
と
の
契

約
に
持
っ
て
い
く
考
え
で
す
か
。

教
育
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
、

駐
車
場
と
し
て
整
備
を
し
、
日

翔
会
に
貸
し
出
す
と
い
う
こ
と

で
お
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

議
員　

「
と
っ
と
り
共
生
の
里

推
進
加
速
化
事
業
」
の
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
ぜ
菅
福

自
治
会
連
合
区
に
選
定
さ
れ
た

の
か
そ
の
理
由
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
。

課
長　

こ
の
事
業
は
、
企
業
と

集
落
が
連
携
し
て
、
農
業
農
村

振
興
に
つ
な
げ
る
活
動
の
支
援

を
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
菅
福
連
合
自
治
会
の

方
で
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
体

験
や
付
加
価
値
の
付
く
加
工
品

づ
く
り
の
面
か
ら
見
て
、
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
い
う
こ
と
で
選
定

い
た
し
ま
し
た
。

議
員　

関
連
質
問
で
す
。
自
治

体
側
が
六
次
産
業
化
を
望
ん
で

い
れ
ば
、
企
業
側
も
同
じ
歩
み

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ま
た
、
こ
れ
は
5
年
後
で
な
け

れ
ば
新
た
な
導
入
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

課
長　

先
ほ
ど
の
加
工
等
の
柔

軟
性
に
つ
い
て
は
、
企
業
と
協

議
し
な
が
ら
行
う
。
「
５
年
後

で
な
け
れ
ば
新
た
な
導
入
が
で

き
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
１
〜
２
年
で
検
証
し
な

が
ら
県
と
協
議
し
、
日
野
町
全

域
に
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。　

議
員　

関
連
し
て
、
来
年
か
ら

で
も
手
を
挙
げ
れ
ば
県
の
指
定

を
い
た
だ
け
る
も
の
か
。

課
長　

あ
く
ま
で
も
、
企
業
と

協
定
を
結
ん
で
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
事
業
で
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
企
業
が
あ
れ
ば
可
能
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
家
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
と
い
う
問
題
を
抱

え
る
農
村
と
、
社
会
貢
献

活
動
に
前
向
き
な
企
業
・

団
体
が
協
力
し
、
農
地
や

農
業
用
水
路
・
農
道
な
ど

の
地
域
資
源
保
全
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
営
農
支
援
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
特

産
品
開
発
を
通
じ
た
、
六

次
産
業
化
な
ど
に
取
り
組

み
、
農
業
・
農
村
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
。

一
、
補
助
金　

６
０
万
円

二
、
補
助
率

　
　

（
県
２
/
３
・
町
１
/
３
）

三
、
補
助
対
象
経
費

　
　

農
作
業
に
必
要
な
資

料
購
入
費
、
野
菜
の

種

苗

、

果

樹

の

苗

木
、
肥
料
代
等
、
販

売
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
製
費
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
経
費
等
。

と
っ
と
り
共
生
の
里

推
進
加
速
化
事
業
と
は

質
問
・
意
見

質
問
・
意
見

質
疑
内
容

質
疑
内
容

町名 氏　　名

日野町

江府町

日南町

役職名
議長

監査
副議長

中原　　明
安達　幸博
金川　守仁
森田　　智
田中　幹啓
越峠　美恵子
荒木　　博
足羽　　覚
大西　　保

町名 氏　　名

日野町

江府町

伯耆町

役　職

議　　長

副 議 長

特別委員会委員長

特別委員会副委員長

監　　査

小谷　博徳

中原　信男

佐々木　求

竹永　明文

山形　克彦

川上　富夫

川端　雄勇

杉原　良仁

　

平
成
27
年
第
二
回
臨
時
議
会

が
、
６
月
５
日
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
野
町
、
日
南
町
議
会
が
改

選
さ
れ
、
新
し
い
議
会
を
構

成
。
議
長
、
副
議
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

◎
議
案

「
し
尿
再
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建

設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
」
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

・
落
札
者　

日
立
造
船
株
式
会

　

社
・
契
約
金　

16
億
１
７
８
４
万
円

・
工
期　

平
成
27
年
６
月
８
日

　

〜
平
成
29
年
10
月
30
日
ま
で

　

６
月
７
日
、
西
部
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
の
大
会
が
、
流
通
セ

ン
タ
ー
鳥
取
県
消
防
学
校
野

外
訓
練
場
（
米
子
市
）
で
開

催
さ
れ
、
日
野
町
消
防
団

は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
、
と
も
に
２
ヶ

月
間
の
訓
練
成
果
を
発
揮

し
、
団
員
の
「
絆
」
を
深
め

新
隊
員
と
も
に
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。

 

☆
消
防
団
員
募
集

　 

問
い
合
わ
せ
先

　

  

役
場
総
務
課

　

  

電
話
72
・
0
3
1
1

第
52
回
鳥
取
県
西
部

  

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

日
野
町

江
府
町

日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会

し
尿
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
「
清
化
園
」
建
設

　
　
　
　
工
事
決
定

　

日
野
町
議
会
改
選
後
初
め
て

日
野
病
院
組
合
議
会
が
６
月
29

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
白
と
な
っ
て
い
た
議
長
・

副
議
長
を
指
名
推
選
し
、
病
院

事
業
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

を
互
選
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
・
江
府
町
・
伯
耆
町

の
議
会
選
出
議
員
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

そ
の
後
、
介
護
老
人
保
健
施

設
事
業
管
理
の
協
議
状
況
。
平

成
26
年
度
日
野
病
院
組
合
事
業

の
決
算
概
況
に
つ
い
て
協
議
・

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
　

日
野
病
院
組
合
議
会

日
野
病
院
組
合
議
会
の

　
新
し
い
構
成
が
決
ま
る

消防ポンプ操法第一部、競技開始


